
水俣病の経験と教訓を生かして 

環境モデル都市みなまた 

水俣市環境モデル都市推進課 



水俣市の概要 
九州の熊本県の最南端 

鹿児島県との県境に位置 

面積 １６２．８８ｋ㎡ 

人口 約２７，５００人 

世帯 約１２，０００世帯 

高齢化率 約３０％ 
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地形は日本の典型 
 源流から河口まで1つの水系 

面積：１６２.８８ｋ㎡         
東西２２.４ｋｍ 南北１３.８ｋｍ 

山間地が市域の７５％             
その内に占める人工林の比率が９５％ 

水俣の個性 その１／地形 

～不知火海～ 
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水俣は 

日本の全てを、ギュッと縮めたようなところ 

水俣の個性 その２／歴史 
歴史:水俣の明治百年は､日本の工業都市化の縮図 

日本窒素肥料株式会社が進出 

 1908年（明治41年） 

高度経済成長期 

1950～60年代 

水俣病の公式確認 

1956年（昭和31年）5月1日 



水 俣 病 
・１９５６年（昭和３１年） 
     ５月１日公式確認 
・認定患者 ２，２７２人 
   【うち死亡者 １，７１０人】 

※２０１０年７月末現在 

環境の破壊 
健康の被害 
差別や偏見 
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エコパーク水俣 
（水俣湾うめ立て地） 

水俣湾のうめ立て 

４８５億円と１３年間の年月 

公害防止事業（1977～1990） 



もやい直し 

「未来と希望をつくる」 

対話で相互理解、足下を見つめ直す 

「水俣病と向き合う」 

慰霊、水俣病資料館、語り部 

船と船を結び合うロープのように、 

人と人との心のきずなのロープを結び直そう 



環境でまちを再生 
  「水俣病」をプラスの資産に 

 環境で破壊されたまち 
  負の個性「水俣病」 
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環境モデル都市づくり 

１９９２年（平成４年）から 

・水俣病のような公害を二度とおこさない 

・「環境」を大切にしたまちづくり 

  暮らしのなかでの「環境」・・・ 

  水、ごみ、食べ物、に気をつける 

＝生命（いのち） 
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